
平成24年6月13日
四国経済連合会

今夏の電力需給に関するアンケート調査結果

　　四国電力から、伊方発電所の再稼働がなければ、特に需給が厳しい期間の平日
　　昼間帯について、７％以上（一昨年比）の節電を要請する旨、発表されたことを受
　　けて、四経連会員企業を対象に、その影響等に関するアンケート調査を実施した。

四経連会員企業３１０社・団体

平成２４年６月６日～６月１１日

２０３社・団体  （回答率 65.5％　製造業 49社 非製造業 154社・団体）

Q1. 四国電力からの節電要請に対応する場合、貴社（貴工場）の生産活動・事業活動へ
の影響についてお聞きします。

Q２.

具体的にどのような影響がありますか？（複数回答可）

（注）「その他」としては、業務環境の悪化やお客さまサービスの低下などが挙げられた。
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Q３. 今回の節電要請に対してどのような対策を考えていますか。（複数回答可）
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